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三郷市戸ヶ崎地区の低水護岸工事が完成しました。
三郷市戸ヶ崎地区において、昨年の１１月から行ってきました低
水護岸工事が、この２月末日で無事完了しました。
この工事は、今後堤防整備を行うにあたり、現在ある河川敷では
堤防整備に必要な敷地が確保できないため、河川敷の幅を広げて堤
防整備が行えるよう、既設の護岸より川側に新たな低水護岸（平場）
を新設する工事でした。
工事が完成するまでにどのように現場の状況（景色）が変わって
いったのかを捉えた写真がありますので、工事の進捗状況と合わせ
て皆さんもご覧ください。
※左上から折り返す形で右下に向かって、工事の進捗状況を示しております。

(写真提供：戸邊建設(株))
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●この段階では、鋼矢板打設時の障害となる「根固めブロック」を撤去し、既設護岸沿いに「砕石」を敷均しています。

●この段階では、川の中に新たな護岸を形成する「鋼矢板」を打設（設置）しています。

●この段階では、鋼矢板の頭部に「笠コンクリート」という部材を設置し、「砕石」を施工範囲全体に敷均しています。
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●この段階では、新たな護岸の端部に「袋詰め根固め」という部材を設置し、平場となる部分に「盛土」を行っています。
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『三郷出張所だより』編集長（大西 実）

☆ あ と が き ☆

三郷グランドの河道掘削工事が完了しました。

河川愛護モニター会議が開催されました。

掘削中の写真（H27.11.11撮影） 掘削完了後の写真（H28.3.1撮影）

江戸川右岸２７．０ｋ～２８．０ｋ付近(流山橋上流部)の三郷グ
ランドで、平成２６年度より実施してきました河道掘削工事が、こ
の３月に完了しました。
今回の掘削工事により川幅が拡がった結果、洪水を安全に流下さ

せる効果が期待できます。また掘削により発生した土砂につきまし
ては、堤防の盛土材など各所の工事で使用しました。
工事期間中、多くの皆さまにご協力いただき、またご迷惑をお掛

けいたしました。
今回の河道掘削工事の完了とともに、新たな水辺景色が創造され

ましたので、是非一度その目でご覧になってください。

三郷放水路の傍らに、毎年姿を現すつくし達が、今年もちらほら

と、そのかわいい姿を見せ始めています。

三郷放水路に沿って立ち並ぶ桜のつぼみも、東京からは開花の頼

りが聞こえてきておりますが、開花までには、もう少し時間がかか

りそうな感じです。

あちらこちらに春の足音が近づいてきています。ちょっと足を止

めてみると、春の

足音が聞こえるか

もしれません。

今年の２月２３日（火）、千葉県野田市の江戸川
河川事務所にて、「河川愛護モニター会議」が開催
されました。
この会議は、河川愛護モニターとして参加いただ
く市民の方が、毎月報告いただく連絡事項を踏まえ、
日頃から河川に対し感じている想いなどを、率直に
担当職員らと話し合う「意見交換」の場として、毎
年開催されています。
モニター各位から発せられる意見などは、市民の
目から見た河川の『今』を知る上で重要な情報であ
り、いただいた意見をしっかり受け止めるとともに、
次に何をすべきか、どうすれば実を結ぶ対策が行え
るかといった努力の必要性を痛感させられました。

（写真提供：戸邊建設(株)）
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